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SHOK細胞の形質転換効率は， NIH3T3 細胞に比較して， y-raf, y 一Ha-ras, y-K i -ras お
よび活性型細胞性 ras については同程度であり， Y-mos については高く， y-fps , y-fgr, y-src 






て，造腫蕩性ヒト線維芽細胞株 HuT -14のDNAからは，未報告の 146番目コドンの点突然変異により活






細胞とは違った感受性を示した。そして， SHOK細胞を用いる乙とによって， NIH3T3 細胞では検
出できなかった癌遺伝子が腫蕩DNAより実際に検出され，またマウス由来遺伝子の検出が容易となった。
以上の結果から， SHOK細胞の癌遺伝子検索細胞としての有用性が明らかとなった。
論文審査の結果の要旨
NIH3T3 細胞を受容細胞としたトランスフェクション法により，腫蕩DNAより多くの癌遺伝子が
検出されてきたが，この受容細胞では検出できない活性型癌遺伝子も多く存在すると考えられ，新しい他
の受容細胞の樹立が強く望まれている。本研究では乙の目的に沿って行われたもので，新たに樹立された
SHOK細胞は，既知の癌遺伝子によって効率よく形質転換するだけでなく， NIH3T3 細胞では検出
されなかった未報告の癌遺伝子の検出も可能であることが示された。
この成果は，癌研究l乙大きく寄与するもので，学位l乙価する。
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